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(ii) 

 

はじめに 

(1) 本書の位置づけ 
本書は，『特許庁アーキテクチャ策定指針1』を基礎として今後刷新される個別システムが準拠しなければならな

い標準的な構造を定義した文書であり，特許庁アーキテクチャ策定指針の下位文書に該当する。 

本書は個別システムがとるべき構造として，基本的にアプリケーションのアーキテクチャを対象としたルールを策

定するものであり，ハードウェアやネットワーク等といった設備やバックアップ等といった運用等については，本書と

は別に定める標準・規約類に従うこと。 

以下に，本書で定めるアーキテクチャに関係する標準・規約類について，本書との関係と概要を示す。 

 

表 (1)-1 本書に関係する標準・規約類の概要 

項

番 
本書との関係 標準・規約類文書 概要 

1 本書で定めるアーキテク

チャ以外のルールである

が，本書で定めるルール

に関係が強く，本書から

参照しているもの。 

『ポリシー実施手順（開発編

別紙「設計基準」）』 

特許庁情報セキュリティーポリシーを遵守する

ための手順を定めたもの。 

2 『LDAPアクセス運用』 特許庁システム内で提供されるLDAPサービス

（共通テーブル管理システム）についての利用

方法を定めたもの。 

3 『運用管理エージェント登録

ガイドライン』 

特許庁システムの運用管理マネージャの管理

対象として各システムを登録するための規約を

定めたもの。 

4 『バックアップ設計指針』 特許庁システムが扱うデータのバックアップの

指針を定めたもの。 

5 『特許庁システム リリースポリ

シー』 

リリースに関わる作業と運用のルールを定めた

もの。 

6 『パッチ適用方針』 パッチ適用の判断基準や対策実施等に関す

る全体的な方針を定めたもの。 

7 『日本国特許庁電子文書交

換標準仕様 XML編』 

『日本国特許庁電子文書交

換標準仕様 特定書類編』 

日本国特許庁内外で交換する電子文書のフ

ォーマット等の仕様を定めたもの。 

8 本書で定めるアーキテク

チャに基づき，特定シス

テムに特化して詳細化し

たルールを定めたもの。 

『DBアクセス基盤利用者向

けガイドライン』 

DBアクセス基盤サービスが提供する機能や，

それを利用するシステムが従うべき指針を定め

たもの。 

9 本書で定めるアーキテク

チャに基づく下位の細則

を定めたもの。 

『HTML文書規約』 HTML文書を記述する際に従うべき規約を定

めたもの。 

 

 

特許庁アーキテクチャ策定指針及びその他の標準・規約類との関係については，『特許庁PMO標準・規約類に

おける整備及び管理方針』を参照すること。 

 

なお，開発プロセスに関するものについては，本書とは別に策定される『設計・開発ガイドライン（システム刷新＆

新規システム構築編）』を参照すること。 

 

(2) 本書の利用者及び利用目的 
本書は，個別システム刷新に関係するステークホルダ（情報技術統括室職員，特許庁PMO，システム利用者，

原課，調達支援業者，設計・開発ベンダ，システムインテグレーションベンダ，ハードウェアベンダ，オペレーション

                                                 
1 『特許庁アーキテクチャ策定指針』 http://www.jpo.go.jp/torikumi/system/pdf/architecture/houshin.pdf  



 

(iii) 

 

ベンダ等）向けに作成されたものであり，当該ステークホルダが本書を利用しシステムの構造を標準化するための

ルールに従い個別システム刷新を行うことにより，段階的刷新を通じ特許庁システム全体として統一された保守性と

移植性の高いシステムを実現することを目的とする。 

 

(3) 本書の文書構成 
本書は，以下の章から構成される。 

 

1章 設計方針 

最適化計画で示されているシステムの多層構造化とデータの論理的な集約化による簡素化を基礎としつつ，更

に特許庁アーキテクチャ策定指針に示された方向性で標準の具体化を進めるための設計方針を示す。 

 

2章 ルールの考え方 

設計方針に基づいて段階的に刷新される各刷新対象システムの構築に必要となる，設計に関与するステークホ

ルダ（設計・開発ベンダ等）の遵守事項（ルール）を，以下に示す3点において整理する。 

 

 スコープ（ルールの適用範囲（システム）） 

 プロセス（ルールの適用工程2） 

 強制力（ルールに含まれる設計に関与するステークホルダ（設計・開発ベンダ等）の裁量の範囲であり，設

計指針，規約，推奨及び特例の4つに分類） 

 

3章 ルール（設計指針・規約・推奨・特例） 

上述したルールの考え方に基づいて分類される設計に関与するステークホルダ（設計・開発ベンダ等）に課すル

ールを示す。 

具体的には，システムを構成するシステム構成要素やコンポーネント等の各要素の横断的な関係を，静的な構

造，動的な振る舞いとしてモデル化し定めたルール（技術方式）と，各要素における個別ルールを示す。 

 

別紙１ 特許庁アーキテクチャ標準仕様書適合確認チェックリストの雛形 

刷新される各個別システムの設計内容が，上述のルールに適合しているかを確認するために使用するチェックリ

ストの雛形である。 

                                                 
2 ここでいうルールの適用工程とは，ルールによって標準化される設計内容が共通フレーム2013 ソフトウェアライフ

サイクルプロセス SLCP-JCF 2013（Software Life Cycle Processes-Japan Common Frame 2013）（以下「SLCP」と

いう）の開発プロセスにおけるシステム要件定義プロセス（2.3.2）からソフトウェア方式設計プロセス（2.4.3）のどのプロ

セス（工程）の成果物の設計内容に該当するかを意味する。このルールの適用工程のことを本書では「プロセス」と呼

ぶ。 



 

(iv) 

 

2章に記載した考え方に基づく3章との関係を概念的に図示化したものを以下に示す。 

 

 
図 (3)-1 2章と3章の関係概念図 

 

(4) 本書の利用方法 
本書の利用者及び利用方法について以下に示す。 

 

表 (4)-2 本書の利用者及び利用方法 

（○：利用する，－：利用しない） 

利用者 

 

 

利用方法 

情報技術

統括室 

特許庁P

MO 

シ ス テ ム

利 用 者 ，

原課 

調達支援

業者 

設 計 ・ 開

発ベンダ 

シ ス テ ム

イ ン テ グ

レ ー シ ョ

ンベンダ 

ハ ー ド ウ

ェ ア ベ ン

ダ 

オペレー

シ ョ ン ベ

ンダ 

将来像のイメー

ジ共有 

○ ○ ○※ 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

システム構造の

定型化（ルール

の理解・遵守） 

○ 

 

○ ○※ ○ ○ ○ － － 

技術的整合性

確保（コントロー

ル及びチェック） 

○ ○ － － ○ ○ － － 

※ルールに従い画面設計等の設計レビューに関与するために必要。 

 

上記利用方法のうち「将来像のイメージ共有」として本書を利用する場合は，1～3.1章を主に参照することが望ま

しい。特に，「3.1 技術方式」については，目指すアーキテクチャが図示されている。 

「3.2 各要素における個別ルール」は，詳細なルールを記載しているため，必要な箇所をその都度参照してルー

ルを確認するといった利用方法を想定している。 

 

(5) 本書の運用方法 
本書の運用方法について以下に示す。 

 

① 運用開始時期 

平成27年8月から運用を開始する。 

 

② 改定時期 

平成28年5月末，平成29年3月末，平成30年3月末及び平成31年3月末の4回の時期において改定を予定して

いる。 

 

③ 整備及び管理 

本書の整備及び管理については、特許庁行政文書管理規則に従う。  
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